
 

「しなやかさ」と「たくましさ」 

 

 

校長 永 瀧 幸 治 

 

🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉 

辰年を迎えました。「竜」を想像させるキ

ャラクターをデザインした年賀状を作成し

た方もいるかと思います。 

「竜」は２本の角、大蛇のような体、鋭い

爪を持つ４本の足、背中には翼が生えてい

る空想上の生物であり、その姿は「しなや

かさ」と「たくましさ」を感じさせます。 

🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉🐉 

 

 現代社会は、 

○狩猟社会（ソサエティ 1.0） 

○農耕社会（ソサエティ 2.0） 

○工業社会（ソサエティ 3.0） 

○情報社会（ソサエティ 4.0）に続く、 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル

空間（現実空間）を高度に融合させたシス

テムにより、経済発展と社会的課題の解決

を両立する、人間中心の社会（ソサエティ 

5.0）の実現に向けて、加速度的に変化して 

います。 

確かに、パソコンを利用した授業、食事

を運ぶ配膳ロボット、ＡＩオペレーターに

よる電話応対などの普及は、昭和世代の私 

の幼少期にアニメ等で描かれた未来が現実 

的となり、将来の予測が困難な社会に突入 

 

していると日々実感しています。 

 生徒の皆さんには、変化の激しい時代に

おいても自分を見失わないために、物事に

柔軟に対応できる「しなやかさ」、力強く物

事と向き合う「たくましさ」を身に付けて

ほしいと、第３学期始業式で話をしました。 

 

令和５年度も残り２か月となりました。

本校は引き続き「生徒のよさや可能性を最

大限引き出すために」をキーワードとして、

学校経営基本方針「生徒ファースト～生徒

の成長が実感できる学校～」を目指して参

ります。 

家庭・地域の皆様、本年も教育活動に対

するご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。 

 

令和６年１月１日に発生した能登半島地

震で被災された皆様に心よりお見舞い申し

上げます。皆様の安全と被災地の１日も早

い復興を心よりお祈り申し上げます。 

本市において、平成１２年（２０００年）

３月３１日に発生した有珠山噴火から２４

年が経とうしています。 

本市ＨＰには、有珠山噴火の歴史や有珠

山噴火時の集合場所・避難場所が示されて

いる「有珠山噴火に備えて」を掲載してい

ます。お子さんとホームページをご覧いた

だき、有珠山の特徴や災害時の対応につい

て、ご家庭内で共有していただくようよろ

しくお願いいたします。 

 

伊達市立光陵中学校 学校だより 

令和６年１月２５日発行 第１１号 

【学校教育目標】 
創造：自から考えつねに真理を求め創造する生徒 
協力：豊かな心をもち礼儀正しく協力しあう生徒 
忍耐：心身ともに健やかでねばり強くやりぬく生徒 
奉仕：勤労をいとわず奉仕につとめ公共につくす生徒 

【育成を目指す資質・能力】 
『生徒のよさや可能性を最大限引き出すために』 
知：主体的に学ぶ力 
徳：自分と仲間を大切にする力 
体：粘り強く挑戦する力 



 

昨年１１月に実施いたしました今年度の学校評価（よりよい光陵中づくりのためのアンケート）

では、ご多用中にも関わらず、ご協力いただき誠にありがとうございました。その集計結果と分析・

考察等についてまとめましたので、お知らせいたします。 

１ 教職員・保護者・生徒「三者比較」結果について 

 (1) 集計結果  

※質問項目が変わっているので、昨年度と単純比較はできませんが、評価が下がっているものは▲

で表しています。（3.5P 以上は青字、2.5P 以下は赤字、昨年度比▲0.3P 以下はセルが赤） 

 

努めている

100 ％ 81% 87%

今年度
昨年度比

±0.3色
今年度

昨年度比

±0.3色

わからない

の割合
今年度

昨年度比

±0.3色

①

学

力

向

上

あなたは、学校が学力向上を目指

した授業改善に取り組んでいると

思いますか。

学校は、ICTを効果的に活用した

り、個に応じた学習場面や協働的

な学習場面の設定したりするなど

していますが、学力向上を目指し

た授業づくりになっていると思い

ますか。

あなたは、自分の学力が向上する

よう真剣に授業に取り組んでいま

すか。
3.2 0.2 3.0 ▲ 0.0 14% 3.1 ▲ 0.1

②

い

じ

め

不

登

校

あなたは、学校がいじめや不登校

の問題に対して、適切に対応して

いると思いますか。

学校は、いじめや不登校の未然防

止に向けて、生徒主体のピンク

シャツデーやスローガンの取組、

早期発見・対応のための教育相談

や家庭との連携を行っています

が、適切に対応していると思いま

すか。

あなたは、いじめはどんな理由が

あっても許されないことだと思い

ますか。
3.1 ▲ 0.2 2.9 ▲ 0.2 13% 3.9 0.1

③

社

会

性

あなたは、学校が社会性(挨拶・マ

ナー・言葉遣い等)を身に付けさせ

る指導を行っていると思います

か。

あなたのお子様を見て、社会性(挨

拶・マナー・言葉遣い等)が身に付

いてきていると思いますか。

あなたは、社会性(挨拶・マナー・

言葉遣い等)が身に付いてきていま

すか。
2.9 ▲ 0.4 2.9 ▲ 0.1 2% 3.1 ▲ 0.2

④

教

育

相

談

あなたは、学校が生徒からの相談

に対して、適切に対応していると

思いますか。

学校は、毎日のやりとり帳や日常

及び定期の教育相談を行っていま

すが、生徒からの相談に対して、

適切に対応していると思います

か。

あなたが悩みなどを相談したと

き、先生方はしっかりと聞いてく

れていますか。
3.2 ▲ 0.2 3.0 ▲ 0.1 13% 3.6 0.1

⑤

体

力

向

上

あなたは、学校が体力向上や健康

の維持・増進を目指した取組を

行っていると思いますか。

学校は、徒歩通学推奨月間、昼休

みの体力向上週間、体育科の授業

の中でのランニングや学年合同体

育などを実施していますが、体力

向上や健康の維持・増進を目指し

た取組になっていると思います

か。

あなたは、日常的に自分の体力向

上や健康の維持・増進のために取

り組んでいますか。
2.9 0.0 3.0 ▲ 0.0 10% 3.1 0.0

⑥

命

・

思

い

や

り

あなたは、学校が命を大切にする

心や思いやりの心を育む教育活動

に取り組んでいると思いますか。

学校は、性や命の講話、全校道

徳、SOSの出し方に関する教育など

を行っていますが、命を大切にす

る心や思いやりの心を育む教育活

動になっていると思いますか。

あなたは、命を大切にする心や思

いやりの心を大切にしています

か。
3.3 0.2 3.1 0.1 9% 3.7 ▲ 0.0

⑦

教

育

環

境

あなたは、校内や校舎周辺が整備

された教育環境の安全が図られて

いると思いますか。

あなたのお子様は、校内や校舎周

辺が整備された安全な環境で学校

生活が送れていると思いますか。

あなたは、校内や校舎周辺が整備

された安全な環境で学校生活が送

れていると思いますか。
3.2 ▲ 0.1 3.0 ▲ 0.1 6% 3.4 0.0

⑧

家

庭

学

習

あなたは、学校が家庭学習の習慣

化へ向けた取組を行っていると思

いますか。

学校は、学力向上オリエンテー

ションや家庭学習強化をねらった

学力向上週間・学習掲示板・グー

グルカレンダーの活用などを行っ

ていますが、家庭学習の習慣化へ

向けた取組になっていると思いま

すか。

あなたは、自ら進んで家庭学習に

取り組んでいますか。
2.8 0.3 2.7 ▲ 0.1 13% 2.5 ▲ 0.0

⑨

家

庭

・

地

域

と

の

連

携

あなたは、学校が地域や保護者と

の連携を適切に図った活動を行っ

ていると思いますか。

学校は、参観日や行事の公開、便

りを通して発信したり、地域人材

の講話や地域での体験、校区内小

学校への出前授業など行っていま

すが、地域と連携した教育活動に

なっていると思いますか。

あなたは、ボランティア活動や地

域行事等に関わっていますか。
2.9 ▲ 0.3 3.2 0.2 9% 2.2 0.1

⑩

生

徒

指

導

あなたは、生徒が楽しく学校生活

を送っていると思いますか。

あなたのお子様を見て、楽しく学

校生活を送っていると思います

か。

あなたは、楽しく学校生活を送っ

ていますか。
2.8 ▲ 0.2 3.2 0.1 2% 3.5 0.1

生徒

令和5年度　学校評価　「教職員・保護者・生徒　三者比較」結果　　　　　　　　

【評価点数】
Ａ（十分よくできている・とてもそう思う・とてもよく行っている）：４点　　　　Ｂ（おおむねよくできている・おおむねそう思う・よく行っている）　　：３点

Ｃ（不十分である・あまりそう思わない・あまり行っていない）　　：２点　　　　Ｄ（改善が必要である・まったくそう思わない・まったく行っていない）：１点

No
分

類
教職員 保護者 生徒

教職員 保護者

～「よりよい光陵中づくりのためのアンケート」を終えて～ 

令和５年度「学校評価」結果等のお知らせ 
 



(2) 分析・考察等 

  ア いじめ・不登校について 

○生徒の大半が「いじめは許されないこと」だと認識していることが分かりました。今後も未然

防止・早期発見・早期解決のため、「いじめは、どの学校にも、どのクラスにも、どの子ども

にも起こりうる」という認識の下、学校は組織的に対応していくとともに、生徒主体の取組を

充実させていきます。 

●多種多様な要因により不登校となっている生徒の割合が、12 月現在で全校生徒の 7％と非常に

高く、本校の課題となっております。保護者や外部機関等と連携し、それぞれのケースに応じ

て細やかな対応をしているところです。今後も、生徒一人一人に寄り添いながら、心身の成長

を支援して参ります。 

  イ 社会性について 

   ●「社会性（挨拶・マナー・言葉遣い等）」については、三者共通して昨年度を下回った評価と

なりました。光陵中学校の伝統として引き継いできた「挨拶」は、本校の目指す「18 歳の社会

人としてあるべき姿」の根底に関わる部分ですので、教職員が率先垂範しながら努めて参りま

す。 

  ウ 教育相談、いのち・思いやりについて 

○三者共通して 3.0P 以上の評価であり、生徒から高評価を得ることができました。講師を活用

した命の尊さを考える朗読劇や性の講話会等により生き方や人権教育の充実を図り、いのちを

大切にする心や思いやりの心が一層育まれるよう努めてまいります。また、これまで同様、あ

らゆる機会を通して、生徒の SOS の早期把握に努めて参ります。 

  エ 家庭学習について 

●「家庭学習の習慣化」については、本校の課題として改善すべく取り組んで参りましたが、昨

年同様の低い評価となりました。授業との連動や基本的生活習慣の見直しなど学校と家庭の両

輪で働きかけながら、生徒が主体的に家庭学習に取り組めるよう努めてまいります。 

  オ 家庭・地域との連携について 

   ▲「ボランティア活動・地域行事」に限定したような、教職員・保護者の設問と正対しない問い

になっていたため、他に対して生徒の評価が極端に低い評価となりました。地域とともにある

学校として、地域人材や関係機関等を今後とも積極的に活用してまいります。 

  カ 学校生活について 

   ○保護者・生徒とも、「楽しく学校生活」を送っているという評価が得られました。今後も楽し

く充実した学校生活を送れるよう教育活動を推進してまいります。 

 

２ 保護者・生徒「自由記述」について 

 (1) 主な記述内容 

   今年度も、学習面や生活面をはじめ多岐にわたり、ご意見やご感想、ご要望等をいただきました。

全文は掲載いたしませんが、いただいたご意見等の主な内容について、お知らせいたします。 

ア 保護者 

○社会性の育成は学校と家庭の両輪で〈意見〉  ○修学旅行の班編成を学年全体で〈要望〉 

○生徒に対する適切な指導のあり方〈意見〉   ○校則やルールの確認・見直し・徹底〈意見〉

○道徳、性や命の講話などの授業公開〈要望〉 ○上着掛けの設置〈要望〉 

○登校時のスクールバス運行時刻の厳守〈要望〉 ○暑さ・寒さに対する早急な対策〈要望〉 



○家庭学習の改善（時間・方策）〈要望〉    ○学校からの情報発信の徹底〈要望〉 

○数学の少人数コース希望のあり方〈要望〉   ○学校の取組に対する関心の高揚〈意見〉 

○荒天時のリモート授業〈要望〉        ○上級生からのからかい〈意見〉 

○ジャージの改定〈要望〉    ○生徒自身がより良い学校について考える場が必要〈意見〉 

イ 生徒 

○伝統である生徒の挨拶の向上〈意見〉     ○いじめを許さない心の醸成〈意見〉 

○楽しい学校づくりのための協力（休み時間の過ごし方、気遣い、主体性）〈意見〉 

○他学年と交流できる行事の実施〈要望〉    ○通学路の街灯設置と早目の点灯〈要望〉 

○校則やルールの見直し・徹底〈意見〉     ○学習量の増加〈意見〉 

○柔道着のクリーニング〈意見〉 

 

(2) 分析・考察等 

現在、年度末反省会議等を通して、これらの意見や要望に対し、多面的に検討を重ねているとこ

ろです。次年度においても、家庭・地域の皆様や生徒からの学校教育に対する願いや期待を参考に

して、取組の方向性を検討してまいりたいと思っています。 

また、多くの保護者から本校の学習指導や生徒指導等への取組に対し、高い評価を得ることがで

き、「お時間のない中、熱心にご指導頂きとても感謝しています」といった今後の励みとなる心温

まる言葉もいただきました。これからも地域の教育拠点としての信頼関係を深めつつ、生徒の健全

な成長に向けて、よりよい方策をもって光陵中ならではの特色ある教育活動を推進してまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月スクールカウンセラー来校日 

２・21・28 日(水) 

生徒本人、保護者の方も相談がありましたら、遠慮なく

学校までご連絡ください。(25-4111) 

全道インドアソフトテニスシングルス選手権大会 

河内 碧大         出場 

第 39 回道新杯北海道中学選抜卓球大会 

【男子団体】 

山下 貴大・越橋  禅・成田  隼・中添 朔寛  

櫻木 陸人・熊澤虎太郎・中村穣太郎  ベスト 16 

山田菜々美・佐藤ゆらな  出場 

活躍を讃えて 
第 51 回伊達市小中学生書道大会 

【1 年生の部】 

１-１ 十鳥 絢音      特選 

【2 年生の部】 

２-１ 山本 惹民      銅賞 

２-２ 大和田梓来      銅賞 

【3 年生の部】 

 ３-２ 水戸 愛乃      銀賞 

 ３-２ 鈴木 結菜      銀賞  

第 52 回 日胆地区ソロ・アンサンブルコンテスト 

【ソロの部】 

小林 拓馬         金賞 

 

第 42 回北海道中学生新人バドミントン競技選手権大会 

【男子ダブルス】 

斉藤虎玖・亀井心音組   出場 

1日 (  木 ) 調査書点検

2日 (  金 ) １・２年学力テスト　５組手話講座⑤　不登校支援委員会　※3年生のみ6日課
5日 (  月 ) １・２年生学年末テスト範囲表配布　３送会練習
6日 (  火 ) ３送会練習

7日 (  水 ) 学年会議（定例）

8日 (  木 ) ３送会練習
9日 (  金 ) ３送会練習　特別支援校区内合同学習②③　漢字検定
11日 (  日 ) 建国記念の日

12日 (  月 ) 振替休日

13日 (  火 ) ３送会練習　公立高校推薦入試
14日 (  水 ) １・２年テスト対策タイム　職員会議部活動停止　道立特支高等部合格発表

15日 (  木 ) 部活動停止　全体研修Ⅴ　私立入試Ａ日程

16日 (  金 ) 　　　　　　　　　　　　私立入試Ａ日程

19日 (  月 ) 　１・２年学年末テスト　分掌会議（新年度用）

20日 (  火 ) １・２年学年末テスト　私立入試Ｂ日程

21日 (  水 ) 学年会議（新年度用）　私立入試Ｂ日程

22日 (  木 ) １・２年参観日　全体懇談会　修学旅行保護者説明会
23日 (  金 ) 天皇誕生日

26日 (  月 ) １・２年学年会議（行動）

27日 (  火 ) 執行委員会　専門委員会　

28日 (  水 ) 中央委員会　３送会練習

29日 (  木 ) ボランティア清掃

≪2月の主な行事予定≫


